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｜
『
足
栗
毛
』
の
概
要

館
蔵
資
料
の
『
足
栗
毛
』
は
、
紙
本
着
色
で
、
体
裁
は
半
紙
判
、
四
ツ
目
綴
、

縦
二
三
・
三
ｍ
×
横
一
六
・
七
ｍ
で
あ
る
。

資
料
の
名
称
、
作
成
年
代
、
作
者
（
著
者
）
、
作
成
の
目
的
は
、
序
文
と
本
文

か
ら
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

序
文
の
標
題
に
「
足
栗
毛
」
と
記
さ
れ
、
序
文
の
文
中
に
も
「
足
栗
毛
と
ぞ
名

を
呈
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、
表
紙
の
題
菱
に
「
足
栗
毛
出
羽
街
道
」
と
あ
る
。

こ
の
「
足
栗
毛
」
と
い
う
言
葉
は
、
お
そ
ら
く
十
返
舎
一
九
の
「
東
海
道
中
膝
栗

毛
』
の
「
膝
栗
毛
」
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
膝
栗
毛
」
と
は
、
膝
を
栗

毛
の
馬
の
代
用
と
す
る
意
味
で
、
徒
歩
で
旅
行
す
る
こ
と
や
住
所
を
定
め
な
い
で

諸
方
を
浮
浪
す
る
こ
と
を
指
す
。
こ
の
「
足
栗
毛
」
も
「
足
を
栗
毛
の
馬
の
代
用

と
す
る
徒
歩
旅
行
」
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
旅
案
内
記
的
な
性
格
を
持

つ
も
の
と
し
て
、
著
者
が
こ
の
題
名
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

作
成
年
代
は
、
序
文
に
「
嘉
永
七
甲
と
ら
の
と
し
孟
春
朔
旦
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
嘉
永
七
年
二
八
五
四
、
十
一
月
に
安
政
と
改
元
）
と
分
か
る
。

作
者
は
、
序
文
に
「
あ
る
主
人
写
」
と
あ
る
だ
け
で
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

序
文
を
見
る
と
『
史
記
」
の
秦
の
趨
高
の
故
事
の
引
用
や
、
「
松
に
雅
琴
の
し
ら

『
足
栗
毛
』
と
い
う
館
蔵
の
資
料
が
あ
る
。
こ
の
『
足
栗
毛
』
は
、
刈
和
野
の

旅
篭
屋
で
の
場
面
か
ら
始
ま
り
、
五
輪
坂
よ
り
見
た
土
崎
湊
の
遠
景
の
場
面
ま
で
、

羽
州
街
道
沿
い
の
町
や
村
・
名
所
な
ど
を
二
十
の
場
面
に
分
け
て
描
い
た
も
の
で

あ
る
。本

稿
は
、
こ
の
資
料
の
翻
刻
と
図
版
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

資
料
紹
介
「
足
栗
毛
」

二
資
料
の
翻
刻
と
図
版
の
紹
介

次
に
『
足
栗
毛
』
の
翻
刻
と
各
図
版
の
紹
介
を
行
う
。

な
お
、
翻
刻
に
際
し
て
は
な
る
べ
く
資
料
に
忠
実
に
行
っ
た
た
め
、
誤
記
と
思

わ
れ
る
も
の
は
括
弧
内
に
正
し
い
と
思
わ
れ
る
文
字
を
補
足
し
て
い
る
ｃ
ま
た
、

■
は
虫
食
い
の
た
め
文
字
が
読
め
な
い
も
の
で
あ
る
。
原
本
に
は
一
部
ル
ビ
が
付

席
上
即
坐
の
便
と
も
規
矩
に
心
を
慰
む
の
一
助
な
ら
ん
か
し

み
だ
り
に
嘆
筆
を
採

と
い
う
部
分
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
部
分
か
ら
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
な
が
ら
、

自
分
の
生
ま
れ
た
土
地
の
こ
と
を
見
な
い
ま
ま
亡
く
な
る
人
も
多
い
の
で
、
当
座

の
間
に
合
わ
せ
と
し
て
、
あ
る
い
は
机
上
旅
行
の
手
引
き
と
し
て
、
少
し
で
も
心

の
慰
め
に
な
れ
ば
と
思
い
立
ち
、
筆
を
取
っ
た
と
い
う
作
者
の
気
持
ち
が
読
み
取

れ
る
。
そ
し
て
、
作
者
と
し
て
自
分
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

う
し
た
思
い
か
ら
『
足
栗
毛
』
を
作
成
す
る
の
だ
と
い
う
意
図
が
表
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
旅
を
せ
ず
と
も
そ
の
場
で
羽
州
街
道
沿
い
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
簡
便
な
旅
の
手
引
き
書
と
な
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
意
図
し

て
作
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。

ベ
と
や
浪
に
鼓
の
音
あ
る
と
や
」
と
い
う
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
引
用
が
見

ら
れ
る
こ
と
や
Ｔ
一
、
詳
述
は
避
け
る
が
本
文
中
の
漢
詩
・
狂
歌
・
川
柳
な
ど
か

ら
、
あ
る
一
定
レ
ベ
ル
の
教
養
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き

る
。

作
成
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
序
文
の

の
目
的
に
つ
い
て
は
、
序
文
の

浮
世
に
生
し
其
国
を
見
ず
に
果
行
人
多
し

石
井
志
徳
＊
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け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
各
図
版
の
右
肩
に
付
し

た
標
題
は
、
検
索
の
便
宜
上
、
筆
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

甜
闘
堆
画
匡
四
‐
鼎
詠
叫
い
り
１
‐
壁
‐
・
匪
嘩
副
汀
酔
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刺
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鹿
の
子
出
て
、
照
る
月
曇
る
む
ら
雲

や
、
花
散
さ
ん
と
吹
さ
そ
ふ
、
吉
野
初
潮

の
花
よ
り
も
、
遍
道
ぞ
も
の
の
に
し
き
な
れ
、

松
に
雅
琴
の
し
ら
べ
と
や
、
浪
に
鼓
ミ

の
音
あ
る
と
や
、
皆
風
景
は
筆
の
穂

足
栗
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羽
街
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字
，
〃

Ｆ
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ご
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ぃ
１
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＆
墾一

蕊
，唱戸一.L

》
群
で
唾
》
且

墜
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

沌
勤
；
へ
腰

、
名
ゐ
師
４
甲
、
．

ツ
ー
兵
力
』
誕

口
心
』
＆
師
獅
さ

．
ご
＃

－－＝ノ

一浬勢

と
、
硯
の
海
で
筆
を
染
、
足
栗
毛
と
そ
名
ヲ

・
ン
ン

シ
ー
カ
ウ
マ

呈
し
、
葵
（
秦
）
の
趨
光
（
高
）
か
馬
を
鹿
に
し
た
と
そ
、

サ
エ
キ

予
も
馬
鹿
ら
し
く
遮
っ
て
、
ね
ぐ
ら
に
帰
る

雀
な
れ
、
浮
世
に
生
し
其
国
を
、
見
ず
に

ハ
テ
ィ
ク

セ
キ
ソ
ク

果
行
人
多
し
、
席
上
即
坐
の
便
と
も
、

圭
寺
咋
／

ナ
ヶ
サ

規
矩
に
心
を
慰
む
の
、
一
助
な
ら
ん
か
し

テ
ユ
小
．
／

ア
ア
ト
ル

み
た
り
に
嘆
筆
を
採

嘉
永
七叩

と
ら
の
と
し

孟
春
朔
旦

あ
る
主
人
写

刈
和
野
京
屋

は
た
こ
や
之
図

旅
の
う
さ

は
ら
し
こ
そ
す
れ

そ
こ
豆
の

水
ふ
く
れ
な
る

お
し
ゃ
れ
女
の
顔

は
た
こ
や
に

ま
だ
藤
か
れ
つ

春
の
旅
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生
陸
再
岬
ｒ
冊
．
！

（
③
淀
川
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（
②
峰
吉
川
）

ユ.__ー一一一一一一一一・-------ﾜｰ

注
!'I

今
ざ

ナワ

何 駅千係峯
無亭里風長
座壮一吹坂
含遊径到影
盃哉間隈

淀
川
村
の
図

峯
吉
川
邑
之
図

来
て
見
れ
（

よ
と
む
川
て
ハ

な
か
り
け
り

行
春
の

う
し
ろ
す
か
た
や

峯
の
坂

（
④
境
）

（
⑤
唐
松
山
）

境
む
ら
之
図

暦
松
山
大
椎
現
縁
起

ソ
モ
ゾ
モ

抑
府
松
川
火
椎
現
と
叩
奉
る
ハ
、
愛
恭
怖
現
と
同
慨
し
て
、

地
蔵
薩
唾
の
分
身
山
。
愛
宕
ハ
此
山
の
元
、
僻
児
山
と
号
し
、
後

鍾
愛
行
と
改
む
。
人
王
四
卜
九
代
光
仁
帝
の
御
宇
、
天
応
元
年

稚
内
、
沙
門
陛
俊
、
此
川
を
Ⅲ
附
し
て
愛
宕
人
椎
現
と
蝶

然
し
奉
る
。
仲
仙
に
依
て
地
稚
埠
を
以
て
本
地
仏
と
称
し
、
諏
而

当
山
錘
守
の
水
川
ヲ
尋
ね
奉
る
に
、
人
王
七
卜
代
後
冷
来

院
の
御
宇
、
源
初
（
軸
）
垂
朝
原
勅
を
奉
る
。
奥
州
へ
下
向
し
、
賊
魁

阿
部
の
貞
住
〈
任
）
、
断
の
宗
任
を
七
め
、
鉾
の
姉
へ
官
軍
既
に
敗

亜
賊
嘘
益
潅
わ
ん
と
せ
し
に
、
慈
嫡
八
幡
太
郎
錘
家
、
武
略
拠
、

血
化
〈
征
）
を
排
し
、
示
任
を
胸
と
な
し
、
奥
州
悉
く
平
定
に

及
（
■
ル
ー
ハ
、
賊
弟
淋
師
璽
直
耐
、
阿
部
の
残
党
を
隼
て
、
出

羽
の
■
境
ノ
地
に
械
純
、
錬
守
ま
し
々
々
た
ま
ふ

か
ら
松
の

も
と
て
さ
か
ひ
る

枝
の
茶
や
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（
⑥
船
岡
）

（
⑦
船
津
）

〆
。
，
こ

げ
ン
忘
凹

是
ョ
リ
秋
田
郡
ニ
ナ
ル

船
岡
村
の
図

船
津買

も
せ
ず

さ
ら
し
根
花
の

葛
根
鱈
（
餅
）

恥
を
さ
ら
し
て

と
お
る
う
き
旅

葛
根
鱈
（
餅
）
の
名
物

とき不f

ふさぐ時卿如号
｜ 嶋 か 時 ゆ ゆ 帰 手
ひひは自うう

五へ在
厘半に

里

茶
屋
の
図

P‐一同，‘列､！一f海科料 （
⑧
神
内
）

（
⑨
石
川
の
渡
し
）

神
内

石
川
渡
場之

図

ゆ
く
水
ハ

矢
を
い
る
如
く

石
川
の

岩
お
も
と
ふ
し

く
わ
の
弓
こ
そ

-109-
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i（
⑪
戸
島
の
渡
し
）

（
⑩
和
田
）

!.暇誕，蜂翫luM上

ノーI

島
渡邑
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図

和
川

村

郭
公

な
く
や

戸
島
の

当
」
鷺濁

り

わ
た
々
々
と

顔
か
ブ
タ
差
ふ
し
生
三
つ
／
遥
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む
ら
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ざ
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⑬
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御
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の
原

猿
Ⅲ
街
道

御
所
野
の
風
景

横
山
を
詠
め

新
谷
砂
山
遠
見
の
図

戸

役 駅 烏
図の処場

松
原
や

扇
の
鶴
も

羽
を
休
め

-108-

（5）

一

鰯
'－劃



資料紹介「足栗毛」

（
⑭
四
シ
小
屋
）

（
⑮
牛
島
）

四
つ
子
屋
よ
り

牛
島
の
遠
景

牛
島

人
通
り

之
図

（
⑯
大
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⑰
八
橋
）

l竺垂’.．'』司匡滝階恋一

御
城
下大

町
壱
丁
目
よ
り

通
り
町
の
遠
景

矢
橋
之
図

此
茶
屋
の

娘
か
く
ち
に

乗
掛
の

馬
も
た
い
こ
を
う
た
ふ

橋
か
ひ
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（
⑲
寺
内
）

一

幸
や

（
⑱
西
来
院
付
近
）

免

丘

c,

bq

啄
冬
煮
裂
打
電
副
一
●
才
ｄ

や
１
㎡
・
イ
ー
〆
一

河
弛
み
表
．
泉

二
》
、
〃
ひ
だ
４
マ
ロ
ｐ
ａ
‐
。
■
”

〃
ず
・
・
幸
冷
〃
壷
、
・
瞳
紗
Ｐ

Ｊ
畠
吋
１
ｆ
勺
〃
．
、

鯛
ザ
奉
監
．
〃
．
．

ｐ
締
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〃
ず
Ｊ
や
此
０

，
－
弓
．
０
〃
Ｉ

抄
》
鐸
』
・
》
」
擁
”
至
善
語

苫
ご
手
一
躍
エ
ヘ
舜
引
一
烏
里 毛

モ
ョ
｝
華

一
士
』
里
三
壁
罫

ぶ
扉

寺
内古

四
王
堂
遥
之
図

湊
街
道
よ
り

御
城
遠
景

こ
の
辺
に
う
ば

ふ
と
こ
ろ
と
云
処
あ
り

い
と
け
な
き

時
は
三
シ
と
ハ

知
る
れ
と
も

今
聞
へ
て

嫡
し
き
う
ば
か

ふ
と
こ
ろ

〈
⑳
土
崎
湊
遠
景
）

ノ
、
フ
勾
秘
門
口
圭
笹

は
な
れ
か
ね
け
り

春
の
舟

五
輪
坂
よ
り

湊
風
景

ゆ
く
ふ
れ
を
・

つ
な
き
て

ひ
く
や

遠
か
す
み
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二
）
各
場
面
の
概
観

①
刈
和
野
の
旅
篭
屋
の
場
面
に
「
京
や
」
と
い
う
旅
篭
屋
が
登
場
す
る
。
こ
の

旅
龍
屋
は
、
河
辺
郡
船
岡
村
の
五
十
嵐
孫
之
丞
と
い
う
人
物
が
書
い
た
寛
政
五
年

二
七
九
三
）
の
「
三
山
参
拝
記
」
－
３
－
と
、
館
蔵
資
料
で
安
政
五
年
二
八
五
八
）

に
出
版
さ
れ
た
「
五
街
道
中
細
見
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
宿
「
京
屋
太
助
」
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
場
面
に
は
、
宿
の
部
屋
で
按
摩
に
肩
を
操
ま
せ
て
い
る
客
と
そ

の
客
に
対
し
て
茶
を
滝
れ
る
女
中
の
姿
、
風
呂
桶
に
浸
か
っ
て
い
る
客
の
姿
、

「
京
や
」
「
火
の
用
心
」
と
書
か
れ
た
行
灯
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

②
峰
吉
川
の
場
川
で
は
、
画
面
右
下
に
描
か
れ
て
い
る
鳥
居
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
鳥
居
は
『
久
保
川
領
郡
邑
記
』
に
「
峰
吉
川
村
よ
り
峰
の
山
上
り
口
右
に
鳥

居
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
淀
川
は
、
次
の
場
面
に
描
か
れ
て
い
る
境
村
と
十
五
日
交
替
で
宿
駅
を
務
め

た
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
で
は
、
前
掲
の
「
三
川
参
拝
記
」
に
「
上
淀
川
入
口

二
大
橋
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
橋
が
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
「
淀
川
」
を
酒
落
た
「
来
て
見
れ
（
よ
と
む
川
て
ハ
な
か
り
け

り
」
と
い
う
滑
稽
な
川
柳
が
記
さ
れ
て
い
る
。

④
境
の
場
面
で
は
、
唐
松
神
社
の
参
道
手
前
の
鳥
居
と
茶
屋
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
鳥
居
脇
に
描
か
れ
て
い
る
職
に
は
「
講
中
阿
仁
銀
山
町
」
と
「
久
保

川
大
川
」
と
職
の
奉
納
者
の
地
域
名
が
、
石
灯
龍
に
は
「
天
保
十
三
年
」
と
奉
納

さ
れ
た
年
が
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
か
ら
松
の
も
と
で
さ
か
ひ
る

枝
の
茶
屋
」
と
い
う
川
柳
に
は
、
境
村
の
「
さ
か
い
」
と
「
栄
え
る
」
が
懸
詞
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

⑤
の
場
面
は
見
開
き
の
右
頁
に
「
唐
松
山
大
権
現
縁
起
」
と
題
し
て
唐
松
神
社

の
縁
起
が
記
さ
れ
、
左
頁
に
は
社
殿
が
描
か
れ
て
い
る
。
社
殿
に
掛
け
ら
れ
て
い

る
額
に
は
神
功
皇
后
と
武
内
宿
禰
と
思
わ
れ
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

三
各
場
面
の
概
観
と
『
足
栗
毛
』
の
資
料
的
価
値

『
足
栗
毛
』
に
記
さ
れ
て
い
る
二
十
の
場
面
の
翻
刻
と
図
版
を
紹
介
し
て
き
た

が
、
次
に
各
場
面
を
概
観
し
、
『
足
栗
毛
』
の
資
料
的
価
値
を
考
え
て
み
た
い
一
ツ
ー
。

⑥
船
岡
の
場
面
に
描
か
れ
て
い
る
橋
は
、
前
掲
の
「
三
山
参
拝
記
」
に
あ
る

「
夫
よ
り
一
ノ
渡
橋
あ
り
、
此
所
よ
り
内
郷
二
入
る
」
橋
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
船
津
の
場
面
の
狂
歌
に
登
場
す
る
「
さ
ら
し
根
花
の
葛
根
鱈
（
餅
ご
は
、

こ
の
土
地
の
名
物
「
蕨
餅
（
根
花
餅
こ
の
こ
と
で
あ
り
、
蕨
の
根
か
ら
で
ん
ぷ

ん
を
と
り
だ
し
て
作
る
。
参
勤
途
中
の
久
保
田
藩
や
津
軽
藩
の
藩
主
が
こ
こ
で
休

息
し
餅
を
食
べ
て
い
た
と
さ
れ
る
Ｉ
。
ま
た
、
熊
谷
新
右
衛
門
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
天
保
八
年
二
八
三
七
）
の
「
秋
田
日
記
」
に
も
見
ら
れ
、
「
東
海
道
西
坂

よ
り
は
大
違
也
。
誠
う
ま
し
」
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
一
ｓ
一
・

（
⑧
神
内
の
場
而
に
は
村
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
狂
歌
や
川
柳
な
ど

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
文
字
情
報
が
場
町
の
名
称
の
み
と
い
う
も
の
は
、
神
内
の

他
で
は
⑫
戸
島
駅
、
⑭
四
シ
小
屋
、
⑮
牛
島
、
⑯
大
町
、
⑲
寺
内
の
五
場
面
を
含

め
て
六
場
面
あ
る
。
こ
の
場
面
に
は
、
笈
を
担
ぎ
錫
杖
を
持
っ
て
歩
く
行
者
風
の

人
物
と
一
般
の
旅
人
と
思
わ
れ
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
太
平
川
大
権
現
」

と
書
か
れ
た
石
碑
と
「
庚
申
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
坂
の
途
中
に
描
か
れ
て
い
る
。

⑨
石
川
の
渡
し
と
⑪
戸
島
の
渡
し
の
場
面
で
は
、
岩
見
川
の
一
ノ
渡
と
ニ
ノ
渡

の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
曳
舟
で
川
を
渡
す
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

舟
渡
の
様
子
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。

⑩
和
田
の
場
面
で
は
、
「
わ
た
々
々
と
ふ
る
ふ
よ
う
ふ
な
り
む
ら
の
ざ
ま
」

と
い
う
地
名
を
酒
落
た
川
柳
が
記
さ
れ
て
い
る
。
和
川
村
も
⑫
戸
島
駅
と
十
五
Ⅱ

交
替
で
宿
駅
を
務
め
て
い
た
。

⑫
戸
島
駅
の
場
而
に
は
、
宿
駅
の
役
所
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
駅
を
訪
れ

た
武
士
と
役
人
、
人
足
同
士
が
に
こ
や
か
な
表
情
で
談
笑
す
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

⑬
御
所
野
の
場
而
で
は
、
御
所
野
の
松
原
か
ら
新
屋
の
砂
山
の
あ
る
日
本
海
方

向
を
遠
望
す
る
と
い
う
視
点
で
描
か
れ
て
お
り
、
宅
地
化
の
進
ん
だ
現
在
の
秋
田

市
の
御
所
野
地
区
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
当
時
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
貴

重
で
あ
る
。
「
極
楽
も
か
く
や
と
ば
か
り
御
所
の
原
」
と
い
う
川
柳
か
ら
、

当
時
の
景
観
が
偲
ば
れ
る
。

⑭
四
シ
小
屋
の
場
面
で
は
、
⑬
の
場
面
と
同
じ
よ
う
な
構
図
で
四
シ
小
屋
か
ら

-105-
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日
本
海
方
向
に
新
屋
の
砂
山
と
そ
の
手
前
に
は
潟
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
潟
は
、

大
野
潟
・
ニ
ッ
屋
潟
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
開
川
が
進
み
、
の
ち
に
宅
地

化
さ
れ
、
現
在
は
町
名
に
名
残
が
あ
る
だ
け
で
潟
は
な
い
Ｉ
。
四
シ
小
屋
か
ら

牛
島
そ
し
て
城
下
へ
と
続
く
家
並
み
が
遠
近
法
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

⑮
牛
島
、
⑯
大
町
、
⑰
八
橋
の
三
場
面
は
、
久
保
川
城
下
と
そ
の
近
在
の
町
の

様
子
を
描
い
て
い
る
。
⑯
大
町
の
場
面
で
描
か
れ
て
い
る
大
町
一
丁
目
の
家
々
が

整
然
と
軒
を
連
ね
て
い
る
様
子
は
圧
巻
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
⑮
牛
島
と
⑰
八

橋
の
場
面
は
、
大
町
と
は
趣
を
異
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
⑰
八
橋
の
場
面

は
雑
然
と
し
た
賑
わ
い
と
も
言
え
る
街
道
沿
い
の
茶
店
の
軒
並
み
が
描
か
れ
て
い

る
。
そ
の
町
並
み
を
行
き
交
う
人
々
を
見
る
と
、
行
者
風
の
人
や
琵
琶
法
師
、
武

士
や
商
人
な
ど
様
々
な
身
分
の
人
が
描
か
れ
、
そ
の
人
々
の
衣
服
や
持
ち
物
が
詳

細
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
商
店
の
看
板
や
店
舗
内
外
の
様
子
な
ど
も
詳
細
に

描
か
れ
て
い
る
。

⑱
西
来
院
付
近
の
場
面
で
は
、
現
在
秋
田
市
寺
内
に
あ
る
西
来
院
が
画
面
左
下

に
「
五
百
羅
漢
寺
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
西
来
院
は
『
寺
内
町
誌
』
に
「
俗

う
ば
ふ
と
こ
ろ

に
五
百
羅
漢
と
称
」
し
て
い
る
と
あ
る
一
，
一
。
周
辺
の
「
姥
懐
」
に
ち
な
ん
だ

狂
歌
が
付
さ
れ
て
い
る
。

⑲
寺
内
の
場
面
で
は
古
山
王
神
社
の
参
道
と
そ
の
門
前
の
様
子
が
拙
か
れ
て
い

る
。
門
前
の
店
先
に
は
「
二
八
」
と
書
か
れ
た
行
灯
が
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
お
そ

ら
く
そ
ば
屋
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
古
四
王
神
社
の
門
前
に
は
「
梅
の
湯
茶

屋
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
－
８
－
、
そ
れ
は
描
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
神
社
の
境
内
の
様
子
は
、
篭
蒼
と
茂
る
木
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め

見
え
な
い
。

⑳
土
崎
湊
遠
景
の
場
而
で
は
、
夕
日
に
暮
れ
ゆ
く
土
崎
湊
を
五
輪
坂
よ
り
遠
望

し
た
景
色
が
描
か
れ
て
お
り
、
画
面
右
奥
に
は
男
鹿
半
島
が
描
か
れ
て
い
る
。
五

輪
坂
は
両
津
山
に
あ
る
た
め
両
津
坂
と
も
言
う
が
、
五
輪
塔
が
あ
っ
た
た
め
こ
の

名
が
付
け
ら
れ
た
。
五
輪
塔
は
、
文
化
元
年
二
八
○
四
）
の
象
潟
地
震
と
文
化

七
年
二
八
一
○
）
の
男
鹿
地
震
の
た
め
崩
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
が
、
石
灯
篭
一

基
が
明
治
初
年
ま
で
残
っ
て
お
り
、
常
夜
灯
と
し
て
船
舶
の
出
入
り
の
便
を
図
っ

冒
頭
で
「
膝
栗
毛
」
を
も
じ
っ
て
『
足
栗
毛
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
述
べ
た

が
、
十
返
舎
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
は
、
同
時
代
か
ら
「
何
々
栗
毛
」

「
何
々
参
り
」
「
何
々
土
産
」
な
ど
多
数
の
亜
流
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
総

数
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
亜
流
本
は
「
膝
栗
毛
物
」
と
呼
ば
れ
、
全
国
各

地
に
存
在
し
て
い
る
而
一
。

そ
こ
で
一
足
栗
毛
」
と
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
足

栗
毛
』
に
は
本
文
と
呼
べ
る
文
章
が
な
い
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
一
方

で
、
滑
稽
な
狂
歌
・
川
柳
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
旅
行
案
内
記
的
性
格
を
持
つ

こ
と
、
庶
民
の
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
類
似
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
足
栗
毛
』
も
「
膝
栗
毛
物
」
の
範
購
に
入
れ
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

『
足
栗
毛
』
は
絵
も
そ
れ
ほ
ど
上
手
で
は
な
く
、
誤
字
や
落
書
き
な
ど
も
あ
り
、

決
し
て
上
作
と
は
言
い
難
い
が
、
各
地
の
見
所
や
名
産
、
そ
の
土
地
土
地
で
『
足

栗
毛
』
の
作
者
が
見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
が
素
朴
で
暖
か
み
の
感
じ
ら
れ
る
絵

で
表
現
さ
れ
、
か
つ
デ
ィ
テ
ー
ル
も
よ
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
狂
歌
や

川
柳
、
漢
詩
が
各
場
面
の
絵
と
相
ま
っ
て
、
よ
り
一
層
、
旅
行
案
内
記
と
し
て
の

楽
し
み
を
加
え
て
い
る
。
た
だ
見
る
だ
け
で
も
面
白
い
資
料
だ
が
、
『
足
栗
毛
』

の
書
か
れ
た
時
代
の
羽
州
街
道
沿
い
の
村
や
町
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
郷
土
史
の
資
料
で
も
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
秋
田
の
地
に
も
こ
う

し
た
旅
行
案
内
記
的
な
も
の
に
対
す
る
需
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
需
要
に
応

え
う
る
力
量
を
持
っ
た
人
物
が
存
在
し
た
と
い
う
江
戸
時
代
後
期
の
秋
田
の
文
化

（
三
『
足
栗
毛
』
の
資
料
的
価
値

以
上
、
筆
者
の
力
量
不
足
で
十
分
に
資
料
の
持
つ
情
報
を
読
み
取
れ
た
と
は
言

い
難
い
が
『
足
栗
毛
』
に
描
か
れ
て
い
る
二
十
場
面
を
概
観
し
て
み
た
。
次
に
、

今
回
読
み
取
れ
た
情
報
か
ら
一
足
栗
毛
』
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

て
い
た
と
さ
れ
る
。
画
面
右
に
描
か
れ
て
い
る
灯
篭
は
、
そ
の
石
灯
篭
と
考
え
ら

れ
る
（
９
）
。
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的
な
水
準
を
あ
る
程
度
類
推
で
き
る
資
料
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

な
ぜ
刈
和
野
か
ら
土
崎
港
の
遠
景
ま
で
を
描
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
点
は
残
る

も
の
の
、
今
後
『
足
栗
毛
』
に
類
似
し
た
資
料
が
秋
田
県
内
で
も
発
見
さ
れ
る
こ

と
へ
の
期
待
と
合
わ
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
十
返
舎
一
九
作
麻
生
磯
次
校
注
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
上
一
（
岩
波
文
庫
、
一

九
七
三
年
）
の
「
二
編
上
浮
世
道
中
膝
栗
毛
後
編
」
の
書
き
出
し
に
、

「
長
明
が
東
海
道
記
に
日
、
松
に
雅
琴
の
訓
あ
り
、
浪
に
鼓
の
音
あ
り
と
。
」

と
あ
る
。
同
書
の
脚
注
は
、
海
道
記
の
宇
度
の
浜
の
「
こ
の
浜
を
過
ぐ
れ
ば
、

松
に
雅
琴
あ
り
、
浪
に
鼓
あ
り
、
天
人
の
昔
の
楽
今
聞
く
に
似
た
り
」
の
部
分

の
引
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
筆
者
は
、
こ
の
部
分
は
『
東
海
道
中

膝
栗
毛
一
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
各
場
面
の
概
観
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
次
の
文
献
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
部
分
に
関
し
て
は
特
に
註
を
付
け
な
い
。

秋
田
県
『
秋
田
県
史
第
二
巻
近
世
編
上
』
（
一
九
七
七
年
）

秋
田
県
教
育
委
員
会
『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
三
二
集
歴
史
の
道

調
査
報
告
Ⅵ
北
部
羽
州
街
道
一
二
九
八
五
年
）

秋
田
県
教
育
委
員
会
『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
一
集
歴
史
の
道

訓
査
報
告
Ⅷ
南
部
羽
州
街
道
一
（
一
九
八
六
年
）

国
安
寛
編
『
街
道
の
日
本
史
一
○
雄
物
川
と
羽
州
街
道
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二

○
○
一
年
）

斎
藤
責
則
『
湯
沢
叢
書
８
羽
州
街
道
の
変
遷
一
（
建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
湯

沢
工
事
事
務
所
、
一
九
九
八
年
）

柴
田
次
男
編
『
校
訂
・
解
題
久
保
田
領
郡
邑
記
』
（
無
明
舎
出
版
、
二
○
○
四

（
４
）
協
和
町
『
協
和
町
史
上
』
二
六
四
頁
、
三
○
二
頁
（
二
○
○
一
年
）

伊
津
慶
治
編
『
御
参
勤
御
道
中
日
記
』
（
彦
築
堂
、
一
九
八
九
年
）

（
３
）
戸
川
安
章
「
河
辺
壬

修
験
道
』
岩
田
圭
展

参
拝
記
」
と
す
る
。

年
…

「
河
辺
郡
船
岡
村
五
十
嵐
孫
之
丞
の
三
山
参
拝
記
」
言
出
羽
三
山
と

岩
田
書
院
、
二
○
○
五
年
）
。
以
下
、
こ
の
日
記
を
拙
稿
で
は
「
三
山

へ

〃、

、
、
グ

ー
Ｆ
Ｄ
｝

（
７
）

（
８
）

〆
瓦

（
ｑ
〉
）

←、

JO
ー〆

熊
谷
新
右
衛
門
『
秋
田
日
記
（
普
及
版
二
（
翻
刻
伊
津
慶
治
・
現
代
語
解
説

小
松
宗
夫
、
無
明
舎
出
版
、
二
○
○
五
年
）

館
蔵
の
「
出
羽
国
秋
川
領
六
郡
絵
図
」
（
紙
本
着
色
、
一
八
五
ｍ
×
二
七
二
皿

年
代
不
明
）
に
は
、
牛
島
新
田
村
の
西
に
「
牛
島
潟
」
と
い
う
潟
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
潟
の
中
に
は
島
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
五
巻

秋
Ⅲ
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
○
年
）
の
大
野
村
の
項
に
「
大
野
潟
が
あ

っ
た
。
大
野
潟
と
そ
の
東
の
二
シ
屋
潟
と
は
接
続
し
た
潟
で
あ
っ
た
が
、
潟
中

島
開
田
の
た
め
二
分
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
牛
島
潟
は
大
野

潟
・
ニ
ッ
屋
潟
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
潟
の
中
の
島
が
潟
中
島
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
シ
屋
村
の
項
に
は
「
天
保
四
年
二
八
三
三
）
に

ニ
ッ
屋
潟
で
魚
網
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
菅
江
真

澄
の
「
勝
地
臨
皇
河
辺
郡
」
（
文
化
十
年
二
八
一
三
年
）
ご
ろ
）
に
は
、
大

野
潟
が
ニ
ッ
屋
村
と
大
野
村
に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
ニ
ッ
屋

潟
の
名
称
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
勝
地
臨
革
』
の
書
か
れ
た
年
代
よ
り
後

に
ニ
ッ
屋
潟
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
足
栗
毛
」
に
見
ら
れ
る
潟

が
、
大
野
潟
・
ニ
ッ
屋
潟
の
ど
ち
ら
か
と
断
定
は
で
き
な
い
の
で
、
二
つ
の
潟

の
名
を
併
記
し
た
。

寺
内
町
誌
編
纂
委
員
会
一
寺
内
川
誌
』
二
九
四
七
年
）

前
掲
（
七
）
『
寺
内
町
誌
』

前
掲
（
七
）
『
寺
内
川
誌
』
。
な
お
、
五
輪
塔
は
口
碑
で
は
元
慶
の
乱
の
戦
死
者

の
供
養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）

久
保
田
の
森
九
蔵
が
父
母
あ
る
い
は
娘
の
供
養
の
た
め
建
立
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
文
政
の
頃
（
一
八
一
八
～
一
八
三
○
年
）
土
崎
湊
の
森
田
治
右
術
門
が

再
建
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

綿
貫
豊
昭
雪
膝
栗
毛
」
は
な
ぜ
愛
さ
れ
た
か
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
○

○
四
年
）
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